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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、グリシン受容体のβサブユニットをコードします。βサブユニットはαサブユニットとβサブユニットからなる五量体です。この受容体は神経伝達物質依存性イオンチャネルとして機能し、グリシンが受容体に結合することで塩素イオンコンダクタンスが上昇し、過分極を引き起こします。この遺伝子の変異は、筋硬直を特徴とする驚愕病（遺伝性ハイパーエクプレキシアまたは先天性スティフパーソン症候群とも呼ばれる）を引き起こします。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2009年10月]、疾患：GLRBの欠陥は驚愕病（STHE）の原因です[MIM:149400]。遺伝性ハイパーエクプレキシアまたは先天性スティフパーソン症候群とも呼ばれます。 STHEは、遺伝的に異質な神経疾患であり、特に新生児期に中枢神経系由来の筋硬直と、予期せぬ聴覚刺激または触覚刺激に対する過剰な驚愕反応を特徴とする。遺伝形式は常染色体優性または劣性である。,機能：グリシン受容体は神経伝達物質依存性イオンチャネルである。グリシンが受容体に結合すると、塩素イオンコンダクタンスが増加し、過分極（神経発火の抑制）が生じる。,類似性：リガンド依存性イオンチャネル（TC 1.A.9）ファミリーに属する。,サブユニット：αサブユニットとβサブユニットからなる五量体。GPHNと相互作用する。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	GLRB抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはGLRBペプチドでブロッキングされている。
	

	GLRB 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解液のウエスタンブロット分析。

